平成23年4月18日
カーボンフットプリント制度試行事業事務局
カーボンフットプリント算定・表示制度試行事業
PCR原案のチェックリスト
本資料は、策定していただいたPCR原案の事前のセルフチェック用のツールとして用意するものです。PCRの認定を希望される申請代表者の方は、チェック済みの本資料を「PCR認定申請書」及び「PCR原案」とともに提出して頂きますようお願い申し上げます。
※チェック済のものは、「□」を「■」に変更してください。申請されるPCRに該当する内容が無い場合は「なし」と記載ください。
１．PCR原案テンプレート関連のチェックリスト
	No.
	内容
	申請者
	事務局

	1-1
	PCR原案テンプレートは最新版のテンプレートを使用しているか。
	□
	□

	1-2
	日本語および英語表記のPCR原案のタイトルを記入しているか。
	□
	□

	1-3
	文体は「である調」であるか。
	□
	□

	1-4
	本文の書式は、日本語：「MS P明朝」、英数字：「Times New Roman」を使用しているか。

	□
	□

	1-5
	フォントントサイズは「10」ポイントか。
	□
	□

	1-6
	文字の色は「黒」を使用しているか。
	□
	□

	1-7
	かっこ書は「全角」を使用しているか。
	□
	□

	1-8
	数字、英字は「半角」を使用しているか。
	□
	□

	1-9
	句読点は、「、」、「。」を使用しているか。「,」や「.」といった半角表記等になっていないか。
	□
	□

	1-10
	PCRの内容には、空欄は残さず全て規定しているか。

（規定しない場合は、「特に規定しない。」、また、中間財の場合の生産段階、流通段階など対象外とする内容は、「対象外」と記載されているか）
	□
	□

	1-11
	規定されている用語はPCR内で統一されているか（例えば、輸送資材、輸送用段ボール、梱包材などは、輸送資材などで統一する　など）。
	□
	□

	1-12
	PCRの内容は次のように１行空ける等、見やすさに配慮した記載になっているか。
（例）
【○○に関する規定】
×××××××××××××××××××××

【○○に関する規定】
×××××××××××××××××××××
	□
	□

	1-13
	箇条書き等の場合、次のように左のインデント幅を1文字設けているか。
・○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　○○○○○○○○○○○○○
	□
	□

	1-15
	見出し番号やかっこ書きは、次のような使い方で統一されているか。
【見出し番号について】
1-1　の後は、①、a）、1）の順で記載する。
【かっこ書きについて】
「【　】」：規定のタイトルとして使用する（例：【○○に関する規定】）。
「＜　＞」：データ収集項目の分類を表す場合に使用する（例：＜投入量＞、＜生産量＞）。
「・　」：規定する項目の中の箇条書きに使用する（項目の中で２つ以上規定する場合に使用する）。
	□
	□

	1-16
	（7-1）、（8-1）、（9-1）、（10-1）、（11-1）の「データ収集範囲に含まれるプロセス」は必要なプロセスが全て列挙されているか。
また、各段階で列挙されたプロセスは、ライフサイクルフロー図と対応しているか。
（例）
①○○プロセス

②□□プロセス

…
	□
	□

	1-17
	（7-2）、（8-2）、（9-2）、（10-2）、（11-2）の「データ収集項目」は、（7-1）、（8-1）、（9-1）、（10-1）、（11-1）の「データ収集範囲に含まれるプロセス」で規定したプロセス毎に、規定された順番に従って、収集すべきデータ項目が整然と列挙されているか。
（例）

①○○プロセス
＜投入量＞
・ △△の重量

＜生産量・排出量＞
・ △△に係る単位あたりのGHG排出量
②□□プロセス
＜投入量＞
・ ▽▽の使用量
＜生産量・排出量＞
・ ▽▽の生産量
…
	□
	□

	1-18
	（7-3）、（8-3）、（9-3）、（10-3）、（11-3）の「一次データ収集項目」は、（7-2）、（8-2）、（9-2）、（10-2）、（11-2）「データ収集項目」の記載項目から抜粋する形で記載されているか。
また、一次データとしての収集が確実に必要なデータのみが記載されているか。（データ収集できないものを規定していないか）
（例）

①○○プロセス
＜投入量＞
・ △△の重量
②□□プロセス
＜投入量＞
・ ▽▽の使用量
…
	□
	□

	1-19
	副資材の製造または廃棄・リサイクルに係るGHG排出量は、それぞれが発生する段階で計上されているか
（例）

・ 生産サイトに投入される輸送資材などの副資材は、生産段階の負荷として計上する。
・ 流通段階で廃棄される輸送資材などの副資材は、流通段階の負荷として計上する。
	□
	□

	1-20
	国際航行・港間距離については、試行事業事務局が用意した「参考データ」を用いることが規定されているか。
	□
	□

	1-21
	附属書は、（規定）若しくは（参考）が適切に選択されているか。
	□
	□

	1-22
	附属書にライフサイクルフロー図があるか。
	□
	□

	1-23
	ライフサイクルフロー図は、算定対象範囲となるシステム境界などが明確に設定されているか。
また、凡例は次のような記載になっているか。
・ 算定対象とするプロセスは、実線の四角形にて表記する。
・ 算定対象外とするプロセスは、点線の四角形にて表記する。
・ 原材料の投入量や生産される生産物などのイプット・アウトプットは、角丸四角形にて表記する。
・ 各ライフサイクル段階の区分けは、太線にて表記し、各プロセスがどの段階に属するのかを分かりやすく表記する。
・ システム境界は、二重線にて表記する。
・ プロセスのフローは、矢印にて表記する。なお、原則としてプロセスのフローは、左から右へ、上から下へ表記する。
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	□
	□

	1-24
	ライフサイクルフロー図において、販売プロセスを算定対象外として点線の四角形で表記する場合は、「基本ルールの改定に伴い算定対象外としている」旨を注意書き等で補っているか
（例）

「平成22年7月の基本ルールの改定において、販売プロセスは、その適切な算定方法が整備されるまでの間、算定対象外とすることとなったため、その基本ルールの改定に伴い販売プロセスを算定対象外とする。」
	□
	□

	1-25
	ライフサイクルフロー図の廃棄プロセスで、リサイクルの準備プロセスまでを計上することが明確化されているか

（例）

廃棄プロセスに「リサイクルの準備プロセスまでを計上する」といった注意書き等を補っているか。
	□
	□


２．日本語の表記を統一するためのチェックリスト
	No.
	内容
	申請者
	事務局

	2-1
	「本PCRは、･･･」は「このPCRは、･･･」になっているか。
	□
	□

	2-2
	「以下の･･･」は「次の･･･」になっているか。
	□
	□

	2-3
	「関わる」および「関る」は、「係る」になっているか。
	□
	□

	2-4
	「但し、及び、並びに、又」などの接続詞は、「ただし、および、ならびに、また」などのひらがなになっているか。
	□
	□

	2-5
	CO2やm3などの数字が下付きまたは上付きにすべきところが適正であるか。
	□
	□

	2-6
	数字と単位の後にはスペースが入っているか
（例）

 1 m、2 kgなど
	□
	□

	2-7
	他の項目を参照する場合には括弧で参照する表記になっているか
（例）

（7-1）の内容に準じるなど
	□
	□

	2-8
	中黒「・」は使用せず、句点とおよびの組み合わせになっているか
（例）
「A・B・C」は「A、BおよびC」と
	□
	□

	2-9
	数字の桁取りは、半角カンマで3桁となっているか
（例）

1,000など
	□
	□

	2-10
	リサイクルの準備プロセスは、「リサイクルの準備段階」または「リサイクル準備プロセス」ではなく、「リサイクルの準備プロセス」となっているか（細かい表現の話）
	□
	□

	2-11
	「引用規格及びPCR（3）」は、引用する規格が無い場合は、次の書き振りとなっているか。
（例）
現段階（XXXX年XX月）で引用するPCRはない。
	□
	□

	2-12
	「カットオフ（6-5）」は、次のような書き振りになっているか。
（例）

カットオフは、シナリオや類似データ、推計データを活用して代替することを優先し、それが困難な場合に限り実施することができる。その場合は、カットオフ対象のGHG排出量が、総ライフサイクルGHG排出量の5 %以内となることを示すと共に、その範囲を明確にしなければならない。
	□
	□

	2-13
	「二次データ適用項目（12）」は、次のような書き振りになっているか。
（例）
・「カーボンフットプリント制度試行事業用CO2換算量共通原単位データベース（暫定版）」（以下、共通原単位データベース）においてデータが提供されているもの
・ 共通原単位データベースに掲載されていない二次データについては、試行事業事務局が「参考データ」として用意したもの
	□
	□

	2-14
	「表示単位（13-1）」の1行目は、次のような書き振りになっているか。
（例）
・ 算定単位を基本とする。ただし、「カーボンフットプリント制度の在り方（指針）」及び「商品種別算定基準（PCR）策定基準」にある表示方法も認めるが、この場合はその適切性を検証パネルにおいて議論すること
	□
	□

	2-15
	「ラベルの位置、サイズ（13-2）」の1行目は、次のような書き振りになっているか。
（例）
・原則、共通ルールの「カーボンフットプリントマーク等の仕様」に従う
	□
	□


３．よくある間違いに関するチェックリスト
	No.
	内容
	申請者
	事務局

	3-1
	「変更履歴」の記録が残っていないか（「ドキュメント内のすべての変更を反映」しているか）。
	□
	□

	3-2
	流通段階の表記は、「流通・販売段階」ではなく、「流通段階」となっているか。
	□
	□

	3-4
	「附属書」は、「付属書」となっていないか。
	□
	□

	3-5
	「指示事項」は、「指示」となっていないか。
	□
	□

	3-6
	括弧と読点の使い方は次のようになっているか。
･･･（　　　　）。
･･･（･･･。･･･）。
	□
	□

	3-7
	トンキロの表記は次のようになっているか。
「t・km」　→　「tkm」
	□
	□

	3-8
	単位記号の使い方はSI単位記号に則ったものであるか。
・ メートル「m」、キログラム「kg」、秒「s」、ケルビン「K」など
・ ワット「Ｗ」、ニュートン「Ｎ」など
・ ギガ「G」、メガ「Ｍ」、キロ「k」など
	□
	□

	3-9
	トラックの輸送手段においては、燃料による特定（例：10トントラック（軽油））はせず、そのまま「10トントラック」等と記載しているか。
	□
	□

	3-10
	埋立処理に係るシナリオは直接埋立処理だけの記載になっているか。
誤）X %が直接埋立処理され、焼却灰埋立も含めればY %が埋立処分される
正）X %が直接埋立処理される
	□
	□

	3-11
	提出したPCR番号の記入方法は適切か。
・ 新規のPCRの場合： PCR番号：PA-XX-XX

・ PCRの改訂の場合： PCR番号：PA-AA-XX
※AAは既存のPCRの同じ英字を記載する。
	□
	□

	3-12
	原単位に関する規定をしていないか。
例１．積載率のシナリオ設定の考え方においては、原単位の規定は不要。
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（出典：経済産業省告示「貨物輸送事業者に行われる貨物の輸送に係るエネルギーの使用量の算定の方法」）
例２．二次データの一覧表は不要
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以　上
原単位の記載は不要です。





原単位の記載は不要です。
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